
　
　
　
第
二
餐
　
綴
介
　
認
　
　
　
書

　
　
　
　
璽
卿
蔀
熱
黙
知
翁
面
秘
か
墨
都
都
躰
那
懲
轟
瀞
獅
↓
静

　
　
　
　
　
　
　
〔
麗
後
∵
F
皿
於
論
り
ろ
寒
露
田
あ
ろ
士
口
簸
ハ
及
…
横
型
八
〕

　
取
書
拭
京
都
丈
科
大
學
助
教
授
濱
鴇
瓢
作
氏
、
厨
大
回
敏
鴉
囑
’
話
梅
原
末

治
氏
が
・
昨
年
士
…
1
1
よ
迎
年
一
月
に
亘
り
、
熊
太
李
下
に
於
て
行
へ
・
。

　
　
　
　
　
　
ゆ

調
査
の
替
査
こ
≦
爾
録
蒙
杢
・
露
近
よ
り
、
北
呈
名
巡
．
阿
瀬

附
誓
及
び
分
配
る
講
あ
る
嘉
及
饗
鹸
慮
・
も
の
督
。
九
州

地
葺
我
書
の
歴
書
於
て
頗
る
葵
蒼
地
位
を
占
む
・
。
－
。
の
、
替

西
部
地
方
に
大
陸
あ
交
蓬
早
く
開
σ
、
彼
の
女
化
の
灘
響
少
か
ら
す
し
て

此
地
方
に
多
く
暑
所
の
彫
刻
或
髭
色
を
施
煙
る
古
墳
綜
国
書
筈
學

上
興
味
み
ろ
も
の
な
る
定
共
に
、
我
國
上
代
衣
堂
舎
ト
填
て
も
極
め
て
意
義

あ
る
磯
馴
を
提
供
す
う
も
の
な
り
。
本
書
は
築
三
古
壌
の
分
霜
地
域
を
大
胴

．
し
珍
獣
懸
・
慰
慧
・
嘱
望
画
調
魑
濃
墨
飛
轡

型
爵
睡
陣
沁
の
五
玉
こ
、
漿
附
近
に
て
墜
ハ
嘉
村
弁
弄
等
八
代
附
鷺
「

て
昊
鼠
藏
玉
江
墳
を
重
め
、
入
目
，
高
冷
附
近
り
各
個
の
慧
適
言
、

垂
翁
、
璽
及
び
内
部
謹
、
、
瀧
塗
櫛
灘
溜
錺
灘
齋

記
遽
を
な
．
し
、
ヌ
後
論
寧
し
て
曇
飾
模
糠
の
種
類
・
、
其
意
義
、
装
飾
．
賀
墳
の

鍋
象
の
章
を
設
け
あ
り
。
装
飾
羅
の
種
類
異
意
義
に
於
て
雪
起
の

吉
墳
横
穴
に
見
ろ
装
飾
を
婿
、
刀
剣
、
矢
筒
形
，
写
、
緬
、
．
動
物
、
圓
、
洞

心
圓
も
醤
角
線
，
三
角
形
、
菱
形
、
或
に
直
弧
紋
ご
著
す
る
複
雑
な
ろ
丈
襟

等
F
分
類
し
、
其
各
々
に
就
て
、
或
は
エ
ト
ル
ス
キ
の
壇
墓
に
其
例
離
を
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ヨ
聴
獣
　
一
玉
八
　
（
玉
二
九
）

咳
或
警
ル
ソ
…
マ
t
チ
氏
の
懸
講
・
。
歪
一
三
。
量
・
・
．
ぐ
ら
比
較
を
以
イ
、

し
香
奪
の
紋
様
の
性
質
、
起
原
意
義
等
義
明
毒
忌
、
装
飾
古
誉

年
岱
於
イ
・
確
先
づ
弾
寺
，
欝
撃
払
を
以
！
、
西
贋
六
世
紐
の
始
よ
り
七

世
組
の
初
頃
の
も
の
ぐ
」
推
定
・
し
、
9
奈
久
、
鼠
藏
等
の
も
の
蔭
交
媛
“
漿
落

的
傾
向
を
示
苞
る
も
の
あ
窪
し
喬
看
考
三
々
後
れ
、
毒
親
畏
き

り
毒
絶
終
の
も
の
亨
し
、
以
下
奮
暑
横
穴
、
大
村
及
京
ケ
峯
横
穴
等
の

あ
歌
劇
の
翼
、
叢
、
蟹
蓬
ハ
重
り
籍
三
選
む
、
年
代
の
前

後
を
定
め
を
、
益
嚢
り
。
か
く
て
績
論
醤
し
て
、
九
剤
地
方
の
中
筑
後
麗

後
に
多
く
見
る
正
方
形
に
誓
季
面
の
石
響
窓
隆
の
天
井
を
を
奮
る
形

式
ミ
一
方
“
向
な
ご
の
裏
九
州
き
り
近
畿
匹
猛
て
見
る
長
き
海
室
を
有
す
う

も
の
ε
の
差
異
は
劃
然
ε
分
ち
難
さ
も
の
に
し
て
、
こ
の
差
異
は
鼎
局
人
種

的
差
異
の
所
崖
に
非
ら
す
、
只
形
式
上
漢
土
文
化
の
影
響
を
受
け
れ
る
を
示

ず
の
み
に
し
て
、
本
土
に
あ
る
も
の
ミ
同
四
百
本
人
」
り
釜
旭
し
れ
る
も
の

な
り
“
画
ぜ
り
。
而
し
て
李
日
就
事
中
霧
多
の
挿
認
を
有
・
し
、
爾
谷
末
圃
版

、
、
」
．
し
て
附
す
る
に
、
塞
農
版
、
破
璃
二
等
四
†
絵
圏
を
以
て
ゼ
る
は
記
事

ミ
相
撃
照
し
て
、
肥
後
古
墳
の
實
状
夕
窺
ふ
に
よ
乙
。
　
（
京
都
帝
國
大
尽
奮

行
、
實
費
二
、
○
○
）
　
Ω
四
閃
〕

　
　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
み
　
ヤ
　
を
　
あ

　
　
　
　
鱒
稿
本
考
古
年
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
閃
頼
輔
編

　
去
る
五
帰
廿
柵
東
哀
至
徳
孕
校
に
て
聞
催
ぜ
る
考
言
露
都
第
ニ
や
ご
固
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ぬ
　
サ
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
ゼ

會
の
麿
よ
，
諸
家
の
日
本
考
古
江
島
遙
奥
の
講
演
あ
協
れ
ろ
際
、
こ
れ
が
塗

鷲



．

考
こ
な
さ
ん
爲
め
酒
田
頼
輔
氏
の
三
岳
ド
係
る
Q
正
数
二
＋
六
頁
の
小
冊
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

な
れ
ご
、
慶
長
よ
り
籾
め
て
最
近
”
ト
及
ぶ
ま
で
の
考
吉
學
に
關
係
為
る
書
籍

へ
　
へ
　
も
　
　
　
あ
　
へ
　
も
　
あ
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
ヤ
　
へ
　
ゆ
　
も
ヘ
　
へ
　
を
　
も
　
　
　
う
　
る
　
へ
　
あ
　
　
　
ヒ

の
出
版
、
重
要
な
ろ
春
物
の
糠
見
，
學
看
の
乱
闘
、
、
」
浸
年
、
研
究
事
項
、
斯

リ
　
　
モ
　
　
へ
　
　
や
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
も
　
も
　
　
へ

界
機
幽
…
の
設
立
の
年
・
次
等
を
表
示
し
て
、
斯
學
饗
建
の
大
．
要
を
一
目
瞭
然
六

ら
し
め
ん
こ
鷲
る
も
の
糧
て
斯
努
の
記
事
各
方
颪
に
亘
り
頗
る
重
買
蕉
り
。

れ
・
序
言
に
も
記
し
ま
ぬ
表
題
ー
ト
も
示
琶
る
如
く
本
書
は
も
這
よ
噸
稿
本
ε

・
し
て
短
日
月
の
編
纂
ド
怠
れ
る
を
以
て
・
記
事
時
に
或
部
分
に
編
ぜ
ろ
あ
り

考
古
石
上
の
重
要
な
ろ
託
事
を
脆
し
、
記
載
の
事
項
に
誤
謬
あ
ろ
も
の
ぎ
虞

往
々
こ
れ
を
見
る
。
三
嘆
は
他
日
更
に
廣
く
赫
料
を
求
め
て
、
充
分
な
ろ
補

訂
を
加
へ
、
統
一
あ
り
模
威
あ
る
完
本
考
買
年
表
ミ
嫁
さ
れ
ん
事
を
編
潜
に

望
ま
ざ
る
を
得
す
っ
（
言
言
堂
獲
費
、
償
二
〇
）

　
　
　
　
も
　
ヘ
　
カ
　
ヘ
セ
　
へ
　
あ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ヘ
　
セ
　
も
　
や
　
ヘ
　
ヘ
　
マ

　
　
　
　
爾
∵
堤
丸
顔
名
勝
…
天
然
組
｝
念
物
一
議
二
一
…
・
暫
第
山
ハ
掃
槻
職
比
口

　
徳
川
頼
倫
侯
勧
め
朝
野
の
有
志
に
依
噂
組
織
ゼ
る
史
蹟
名
勝
天
然
物
保
存

協
禽
よ
男
鍛
年
來
験
行
し
來
れ
る
報
告
の
一
に
し
て
、
去
る
三
月
の
禺
豚
に

か
、
ろ
。
二
女
九
二
蔓
脳
二
二
†
三
粟
よ
り
成
り
、
載
ず
る
所
に
同
會
が
大
正

五
年
十
月
三
八
H
棄
京
南
葵
文
庫
に
於
て
開
を
六
ろ
第
五
圓
一
当
會
の
講
演

　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
も
　
も
　
し
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
や
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ら
　
ヘ
　
へ
　
も
　
や
　
へ
　
し

筆
記
に
㌧
し
て
、
　
工
墨
・
構
欄
ふ
⊥
伊
市
小
巾
心
∴
八
氏
の
「
油
隆
出
寸
」
、
三
一
・
構
躍
士
本
多
解
山
ハ

恥
邸
「
弁
斌
紙
鼠
耀
武
域
艇
罵
冗
轡
雑
三
三
⑳
、
静
㈱
欝
励
げ
総
左
脚
鞭

酔
恥
「
縦
曇
淑
の
、
戦
畢
載
駄
嶋
へ
瓢
甑
」
り
四
編
な
り
。
「
法
隆
惑
」
ぼ
先
づ

重
三
が
佛
敏
研
究
の
學
機
寺
な
ろ
こ
虚
よ
q
建
築
漿
を
設
き
，
其
の
標
式
竃

第
二
懸
　
紹
介
　
圏

書

藝
術
…
の
源
流
を
六
ご
呼
て
、
同
着
が
今
巳
渓
で
保
存
ぜ
る
原
紺
を
李
易
に
論

ご
、
多
く
の
圏
を
載
ぜ
て
其
の
論
糠
を
明
に
ぜ
り
。
ま
六
「
爾
朋
族
行
の
雑

肥
」
は
個
々
の
癒
賦
の
圏
を
灘
げ
て
之
を
解
黙
し
六
ろ
も
の
な
り
。
　
（
欝
報

愚
痴
萱
、
償
、
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
め
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ

　
　
　
　
　
へ
　
す
　
ヘ
　
へ
　
も

　
　
　
　
醗
大
阪
癒
吏
鼠
調
査
委
嫉
會
報
　
　
第
四
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ち
　
ヘ
　
へ

口
鴇
霧
海
版
四
葉
、
本
文
六
二
頁
・
翁
成
り
、
載
ず
る
ε
、
・
・
o
、
女
墨
博
士

謙
隷
象
海
胆
蔽
、
を
礫
郵
奪
㍗
斌
弓
場
鐙
ハ
詠
↓
雨
雲
総

か
節
懸
騨
ρ
轍
£
如
鋤
働
分
類
恥
騨
欝
欝
鵯
甑
口
脇
伽
柘
蔀
翫
飾
も
隷

紫
野
「
測
、
議
野
禽
織
鉢
穏
当
裟
嚢
ぴ
、
南
河
内
郡
、
震

幾
爾
響
併
の
監
麓
隷
の
禦
、
案
氣
弱
り
。
猪
名
聾

佐
伯
部
以
下
の
転
勤
丈
ば
何
れ
も
同
愈
が
開
け
ろ
各
郡
の
講
演
會
に
於
け
ろ

講
演
の
筆
記
嫁
あ
が
、
そ
の
郷
土
の
遺
蹟
井
に
歴
典
を
各
寺
門
上
よ
り
論
じ

た
う
も
の
な
ろ
を
以
て
、
李
易
の
内
に
一
般
一
碧
に
三
種
り
旛
…
念
を
蹴
ハ
へ
、

史
蹟
表
彰
に
襖
回
す
る
所
あ
ら
ん
。
ま
六
展
三
月
の
記
事
は
洞
曾
事
業
の
一

郡
・
重
臣
の
所
在
を
窺
ふ
を
得
る
も
の
点
り
。
れ
・
委
員
諸
氏
の
吏
蹟
の
飼

査
上
り
引
写
及
び
共
他
曾
り
他
の
事
業
F
就
て
の
託
射
を
飲
σ
ろ
に
憾
む
べ

・
し
O
（
罪
費
晶
）

　
　
　
　
⑭
齢
聯
い
酔
雛
語
部
脚
湯
か
軸
瀞
か

数
年
來
富
傭
懸
が
束
餌
薗
京
大
學
に
囑
・
し
て
童
W
門
家
の
禺
張
を
請
ひ
、
登
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
五
九
　
（
五
三
〇
）



第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
羅

都；i・L’N

　
研
究
を
な
ご
つ
」
あ
ろ
詞
地
見
溝
郡
爾
都
響
古
墳
に
就
い
て
．
本
年
一
肩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
セ
　
へ
　
も

　
調
査
の
結
果
を
載
ぜ
六
る
も
の
な
り
。
気
欝
皆
ほ
京
都
大
學
の
濱
賑
助
敏
授

等
よ
り
提
要
ゼ
る
も
の
に
係
り
，
本
丈
十
八
真
、
富
鉱
九
よ
り
成
り
、
大
体

　
に
於
い
て
本
誌
前
號
所
載
の
同
報
告
に
同
じ
き
が
、
紺
塚
後
闘
部
に
於
げ
る

　
遺
物
配
列
躍
を
勧
め
吏
に
籔
個
の
闘
を
加
へ
て
其
の
無
配
を
一
瓢
明
瞭
な
ら

む
め
れ
り
。
（
富
崎
心
胆
行
、
非
費
癌
）

　
　
　
　
　
せ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
も
　
ゆ
　
ぬ
　
あ
　
へ
も
　
　
や
　
も
　
へ

　
　
　
　
翻
奈
二
恩
事
蹟
勝
三
型
査
禽
報
告
書
　
　
第
四
回

大
正
五
年
度
の
奈
頁
懸
史
蹟
勝
地
調
査
課
の
報
告
書
に
し
て
、
天
沼
、
永
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ヤ
　
も
　
や
　
も
　
リ
　
ヘ
　
へ

日
生
縢
肺
馬
螂
山
偏
網
魯
大
発
潮
驚
　
｝
一
回
麟
判
の
－
山
ハ
一
乗
昼
以
よ
い
ソ
岨
掘
山
鼠
ぜ
一
わ
寄
手
、
　
石
塔
、
　
轍
視
佛
脆

　
セ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
め
　
ゆ
　
し
　
　
ゆ
　
へ
　
　
あ

二
一
、
墳
墓
．
石
造
砺
等
に
噛
す
る
調
査
の
記
事
二
十
四
件
を
船
卸
☆
り
。

水
丈
・
七
十
四
百
ハ
、
附
圓
剛
八
十
二
葉
聾
附
録
山
ハ
亘
あ
ワ
扁
ツ
O
体
帥
賀
す
ベ
イ
、
既
吻
隅
の
’

報
告
書
ご
同
一
に
成
れ
う
が
、
本
班
に
は
同
論
が
昨
年
度
に
於
い
て
特
に
共

の
常
常
鞭
ポ
ミ
・
し
て
行
へ
る
大
聯
四
寺
石
佛
調
査
報
出
口
及
び
建
ハ
の
委
”
旦
を
海
・
し
て
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ゆ
　
ゆ
　
セ
　
め

掘
に
塗
加
ぜ
し
め
た
る
室
生
寺
境
内
の
所
譜
北
畠
親
房
墓
ご
稽
す
う
も
の
》

調
査
報
告
を
皇
子
お
ろ
は
注
意
す
可
き
記
事
な
り
。
委
員
各
自
握
出
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ネ
　
サ
も

に
て
は
、
天
沼
委
員
の
山
閏
寺
銑
の
詳
密
な
る
貿
、
測
圃
、
高
市
郡
高
市
村
塾

　
　
　
ち
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
を
　
や
　
も
　
あ
　
も
　
ヘ
　
へ

獲
見
の
酒
船
の
報
告
、
西
崎
委
員
の
奈
翼
＋
輪
院
魚
蕎
の
塚
の
記
事
難
最
も

亀
興
瞳
あ
り
。
其
他
は
石
燈
類
石
佛
等
が
大
部
分
を
占
め
て
、
あ
れ
か
も
燈
籠

調
査
書
の
感
を
興
ふ
る
は
惜
む
、
（
、
し
。
大
書
に
は
調
査
を
必
要
¢
す
る
重
要

な
る
吏
蹟
に
是
等
以
外
に
無
徽
に
存
在
す
る
を
以
て
、
委
員
騒
氏
が
夏
に
慶

轄解

@心

�
@
穂
伽
　
　
一
ゐ
ハ
○
　
　
（
甲
皿
ご
一
一
）

く
陣
門
の
黙
に
泣
撫
し
て
纏
々
正
確
な
る
調
蛮
を
公
に
ぜ
ら
れ
ん
事
を
望
ま

ざ
る
を
生
す
。
ま
穴
本
葺
告
に
灘
版
の
艘
富
な
る
こ
ミ
は
此
の
種
報
告
書
の

桂
岡
旦
上
場
も
畑
暑
ぶ
べ
く
、
　
ま
“
じ
ん
、
の
正
確
な
る
」
ほ
本
亀
目
の
借
晒
値
を
培
す
も
の
’

れ
鬼
憶
い
羅
版
の
大
さ
匿
々
に
て
折
方
の
一
定
ぜ
ざ
ろ
は
研
究
資
料
を
し

て
永
久
保
存
の
要
あ
る
書
ご
し
て
破
損
の
恐
れ
あ
り
、
且
つ
…
封
照
に
不
便
な

り
。
一
々
の
麟
に
就
い
て
見
う
に
必
ず
し
も
大
形
な
ろ
を
要
ぜ
ざ
う
も
の
多

き
が
如
け
れ
ば
編
者
の
患
を
こ
・
に
致
し
て
一
定
の
大
さ
に
改
め
ら
れ
ん
事

・
を
窪
む
。
附
錐
に
は
鋼
會
が
鐵
年
間
縣
賛
を
投
じ
て
修
理
ぜ
る
史
蹟
の
一
覧

表
を
敗
め
六
り
。
此
の
書
、
非
賓
口
鵬
電
れ
．
ε
も
残
本
あ
ろ
間
に
奈
三
明
無
証

に
於
い
て
實
費
七
十
八
銭
（
郵
競
共
）
を
以
て
希
望
者
に
分
配
厄
ら
る
べ
し
電

云
ふ
、
〔
以
上
梅
原
〕
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⑳
傳
敏
大
師
に
製
す
る
臼
藏
上
人
の
態
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
博
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姉
崎
正
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
敏
研
究
第
一
谷
第
四
號
所
載
）
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ロ
蓮
が
丈
永
元
年
の
法
難
後
、
＋
四
箇
月
に
著
解
し
法
華
難
解
抄
に
は
「
緩

本
大
師
門
人
目
蓮
」
ミ
署
名
し
、
丈
永
＋
年
の
著
な
る
「
本
算
抄
」
に
は
「
ホ

朝
沙
門
環
蓮
」
書
あ
り
、
最
強
力
に
授
興
す
る
血
・
肱
に
は
「
末
法
油
華
一
乗

行
者
、
法
華
宗
沙
門
日
蓮
」
の
署
名
あ
り
ピ
難
、
要
す
る
に
丈
永
元
年
の
頃


